








目されている。 LDLは粒子径により 2分画あり、 smalldense LDL (sdLDL）は
large buoyant LDL (lbLDL)よりも動脈硬化惹起性が高く、 sdLDLコレステロ
ノーレ（sdLDL-C）の上昇と CADとの関連は多くの断面研究で明らかである。し
かし CAD二次予防における sdLDL一Cの意義は不明であり、本研究では CAD愚
者において sdLDL-Cの上昇が心血管事故の予知因子となるか、 LDL-Cや他の
バイオマーカー比較検討されている。
対象は 2003年 9月～2004年 12月に当院で冠動脈造影（CAG）施行時に
sdLDL-Cを測定した安定 CAD連続 348例中、透析・ 90歳以上・重篤な肝腎障
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